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山岳砂礫堆積域における土石流の発生流下特性

Initiation and flow characteristics of debris flows on a sediment

deposition zone in a mountain area
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　土石流はその速度，移動距離，破壊力から，甚大な災害を引き起こす土砂移動現象である。土石流の発

生・流下特性は土石流の材料となりうる不安定土砂の土石流発生域における貯留状況の影響を受けていると考

えられるが，土石流の発生域はアクセスが困難であり，また危険性が伴うことからほとんど明らかになってい

ない。そこで静岡県北部の大谷崩において，定期的な地上レーザースキャンやUAV撮影，現地観測によって不

安定土砂の貯留状況が土石流の発生・流下特性へ及ぼす影響について調べた。その結果，土石流の発生位置は

不安定土砂の堆積状況，および支流から土石流渓流への水の供給の影響を受けていることがわかった。土石流

発生域においては渓床勾配が急なことから不飽和土石流が重要な流動形態である。さらに堆積土砂量が

15,000m3を超えるときには不飽和土石流が，10,000 m3を下回るときには飽和土石流が多く発生した。ま

た，流動形態は流下とともに変化をすることが明らかになった。このように，土石流の発生・流下特性は発生

域における不安定土砂の堆積状況の影響を受け，さらに流下・堆積域で観測される土石流と流下形態が異なる

ことがあることが明らかになった。
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